
１
年
の
う
ち
で
最
も
暑

く
な
る
こ
の
時
期
は
、
電

力
需
要
が
増
大
し
、
供
給

力
が
不
足
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
午
前
９
時
～
午

後
８
時
に
高
い
需
要
が
続

き
、
特
に
午
後
１
時
～
４

時
ご
ろ
が
需
要
の
ピ
ー
ク

と
な
り
ま
す
。

関
西
電
力
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://www.

kepco.co.jp/

）
や
新
聞
な

ど
で
電
力
需
給
の
予
想
を

「
関
西
電
力
で
ん
き
予
報
」

と
し
て
公
表
し
て
い
ま
す

（
９
月
２２
日
㈭
ま
で
）。
で

ん
き
予
報
で
は
、
下
図
の

よ
う
な
マ
ー
ク
で
需
給
状

況
を
表
し
て
い
ま
す
。
使

用
率
９７
％
以
上
の
「
非
常

に
厳
し
い
需
給
状
況
」
に

な
っ
た
場
合
は
、
緊
急
的

な
追
加
節
電
が
必
要
で

す
。
家
庭
で
次
の
よ
う
な

節
電
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
エ
ア
コ
ン
の
設
定
温

度
を
さ
ら
に
上
げ
た
り
、

使
用
を
控
え
た
り
す
る

た
だ
し
、
高
齢
者
や
子

ど
も
の
い
る
家
庭
で
は
、

熱
中
症
に
気
を
付
け
、
無

理
の
な
い
範
囲
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
照
明
な
ど
の
電
気
機

器
の
使
用
を
で
き
る
限
り

控
え
る

【
問
合
せ
先
】

環
境
課
（
☎

６４
・

１
３
６
６
）

お知らせ
今号の広報紙は、8月 1 日号と
8月 15日号の合併号です。
次号は、9月 1日に発行します。

熱中症による死者は、屋内でも
多く見られます。また、近年では、
夜間に熱中症を発症する事例が増
加しています。
東日本大震災の影響で電力不足
が予想されますが、節電を意識す
るあまり、熱中症にかからないよ
うに次のことに注意しましょう。
▼高齢者・小児・幼児は特に気
を付けて
高齢者・小児・幼児は発汗など
の体温調節機能やのどの渇きに対
する感覚が弱いので、水分補給や
温度計を置いて周りの状況を小ま
めに把握するなど、気を配るよう
にしてください。
▼屋内でも安心しないで
扇風機を付ける・すだれやよしず
を使い直射日光を避ける・外の涼し

い空気を入れるなど、部屋に熱がこ
もらないようにしてください。
▼エアコンを上手に利用
室内温度が高いときは、エアコ
ンをうまく活
用 し ま し ょ
う。カーテン
などで太陽光
を遮断すると
効率的です。

熱中症かもしれないと
感じたら水分を補給
立ちくらみ・強い疲労感・めまい・
こむら返り・頭痛・嘔吐など、熱
中症の疑いがあると感じたときは、
風通しの良い日陰やエアコンの効
いている屋内へ避難し、冷たい水・
スポーツドリンクなどで十分に水
分補給をしてください。また、そ
のような症状が現れた場合は、最
寄りの医療機関で診察してもらう
などしてください。
【問合せ先】
健康衛生課（☎ 64-1335）

７
月
２５
日
早
朝
、
小

学
生
２０
人
・
中
学
生
６

人
が
、
平
和
の
折
り
鶴

を
届
け
る
使
者
と
し
て

広
島
へ
元
気
に
出
発
し

ま
し
た
。

市
は
、
今
年
３
月
に

非
核
平
和
都
市
宣
言
を

行
っ
た
こ
と
を
記
念
し

て
、
小
・
中
学
生
を
広

島
へ
派
遣
。
１
泊
２
日

の
日
程
で
広
島
市
と
廿

日
市
市
宮
島
町
を
訪
れ

ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
国

立
広
島
原
爆
死
没
者
追

悼
平
和
祈
念
館
や
平
和

記
念
資
料
館
を
見
学
し

た
り
、
被
爆
体
験
者
の

話
を
聞
い
た
り
し
、
戦

争
の
恐
ろ
し
さ
や
平
和

の
大
切
さ
を
学
び
ま
し

た
。ま

た
、
平
和
記
念
公

園
で
は
、
市
民
の
み
な

さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

平
和
へ
の
思
い
が
こ

も
っ
た
約
１
万
羽
の
折

り
鶴
を
原
爆
の
子
の
像

に
さ
さ
げ
ま
し
た
。

参
加
し
た
薪
小
学
校

５
年
生
の
豊
島
未
菜
さ

ん
（
１１
）
は
、「
参
加

す
る
前
は
、
原
爆
が
落

ち
て
ピ
カ
ッ
と
光
っ
た

瞬
間
に
す
べ
て
が
な
く

な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
で
も
、
実
際
は
、

炎
が
燃
え
続
い
た
り
、

人
が
傷
つ
い
た
り
し
て

大
変
だ
っ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
思
い
が
こ
も
っ
た
折
り
鶴
を
手
に
平
和
を
誓
う

子
ど
も
た
ち
（
市
役
所
平
和
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
前
）


